私たち は 最近の 訴訟事件から 談話に 枝が 咲いて、 差 

押えと いう ことにつ いて 話し合つ ていた。 それ は 

ル ー • ド. ダレ ネルの 古い 別荘で、 親しい 人た ちが 

い つ せき 

一 夕 を 語り明かした 末の ことで、 来客 は 交る がわる に 

いろいろの 話 をして 聞かせた。 どの 人の 話 もみな 実録 

だとい うので ある。 

そのうちに、 ド • ラ • ト— ル • サ ミュ— ルの老 侯爵 

が 起ち あがって、 煖炉の 枠に よりかかった。 侯爵 は 当 

ふ る 

年 八十 二 歳の 老人で ある。 かれは 少し 慄 える ような 声 

で、 次の 話 を 語り 出した。 



いや、 私 もこの 年になる まで は、 こんな こと を 口外 

しませんで したが、 今 はもう 一切 をお 話し 申しても よ 

ろしい のです。 八十 二 歳の 老人が 空想的の 危険 を 恐れ 

る こと はあって も、 実際的の 危険に 再び 遭遇す る こと 

はありませんでした。 奥さんた ち もお 聴きく ださい。 

その 事件 は 私が けっして 話す ことができない ほどに、 

わたしの 心 を 転倒 させ、 深い 不可思議な 不安 を 胸い つ 

ぱいに 詰め込んで しまった のです。 私 はわれ われの 悲 

哀ゃ、 われわれの 恥 かしい 秘密 や、 われわれの 人生の 

弱点 や、 どうも 他人に むかって 正直に 告白す る ことの 

できない もの を、 今まで 心の奥底に 秘めて おきました _ 



は ある 日 若い 娘と 恋に おちて、 気違いの ように 逆上 あ 

がって、 ほとんど 夢中で その 女と 結婚して、 それから 

一年 ほどの あい だは 無茶苦茶に 嬉しく 楽しく 暮ら し て 

いたので すが、 女 は 心臓病で 突然に 死んで しまい まし 

た。 もちろん、 あまりに 仲が よす ぎた 結果です。 

彼 は 妻の 葬式の 日に、 わが 住む 土地 を 立ちの いて、 

力 ！^ず ま I 

この ル ー アンへ 来て 仮住居 をして いるので すが、 その 

淋し さと 悲し さは 言う まで もありません。 深い 嘆きが 

身に 食い入って、 彼 はしばしば 自殺 を 企てた ほどで し 

た。 その 話 をした 後に、 彼 はこう 言いました。 

「ここで 再び 君に 出逢った の はちょう ど 幸いだ。 ぜひ 



木の 枝が 柔 かに 私の 顔 をな でる のです。 わたし は 時 ど 

きに 木の葉の 一枚 をむ しリ 取って、 歯の あいだで 曬ん 

だり しました。 この場合、 なんとも 説明ので きない 愉 

快 を 感じた のです。 

教えられた 家に 近づいた 時に、 私 は 留守番の 園丁に 

渡す はずの 手紙 を 取り出す と、 それに は 封が して ある 

ので、 私 は 驚きました。 これで は 困る。 いっそ このま 

まに 引つ 返そうかと、 すこぶる 不快 を 感じ ましたが、 

また 考える と、 彼 も あの 通り ぼんやりして いるので あ 

るから、 つい 迂闊と 封 をして しまったの かもしれ ない _ 

まあ、 悪く 取らない ほうがい いと 思い直した のです。 



すきま 

感じた というの でしよう。 しかし それ は 隙間 を 洩る風 

が 力— テン を 揺すった のだろう ぐらいに 思って、 わた 

し は 別に 気に もとめなかった。 です が、 そのうちに ま 

た、 かさり という、 それが 今度 はよ ほど はっきりと 響 

いて、 わたしの 肌に なんだか ぞっとす るよう な 不愉快 

ささ い 

な 感じ を あたえ ましたが、 そんな 些細な ことにい ちい 

ちび くびく して 振り向いて いるの も 馬鹿らし いので、 

そのまま にして 探し 物 をつ づけて いました。 ちょうど 

第二の 紙包み を 発見して、 さらに 第三の 包み を 見つけ 

た 時、 私の 肩に 近い あたりで 悲しそう な 大きい 溜め息 

がき こえた ので、 私 もび つくりして 二 -— ドほ ども あ 



て どうしてい いか 分かりませんで したが、 幸い そこに 

私の 馬が つないで あるの を 見つけた ので、 すぐに それ 

へ 飛び乗って 全速力で 走らせました。 〔# 底本で は 「。」 

なし〕 

ル— アンへ 到達す るまで ひと 休み もしないで、 わた 

しの 家の 前へ 乗りつ けました。 そこにい る 下士に 手綱 

を 投げる ように 渡して、 私 は 自分の 部屋へ 飛び込んで、 

入り口の 錠 をお ろして、 さて 落ちついて 考えて みまし 

た。 

そこで、 自分 は 幻覚に とらわれ たので はない かとい 

うこと を 一 時間 も 考えました。 たしかに わたし は 一 種 
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